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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

酸化物型の全固体電池を実現するため、固体電解質における高速リチウム拡散の機
構を解明することが求められている。本研究ではパイロクロア型の材料を用いて、
低温での粉末XRD測定により、結晶構造の温度依存性を明らかにすることを目的と
した。

実験
Experimental

低温粉末XRD測定は、クライオスタットを装備した出力9kWのリガクSmartLab粉
末X線回折装置（Cu Kα1放射）を用いて、2θ範囲5-100°、ステップ0.02°、スキャ
ン速度4.0° min-1で10Kから300Kの間で行った。試料は、アピーゾンNグリースを
用いてCu試料板に取り付け、10 Kまで急冷した（30 K min -1）後、6時間保持
し、2 K min-1で各目標温度まで加熱し、XRD測定の前に各目標温度で1時間維持し
た。XRDデータは、リガクPDXL 2プログラムパッケージを用いてリートベルト解
析を含めて解析した。

結果と考察
Results and Discussion

LLNOFで観察される非アレニウス挙動の起源を、可変温度XRDを用いて調べ
た。10～300Kの温度における粉末試料のXRDパターンは、主成分がLLNOFである
ことを示した。LLNOFのリートベルト精密化の結果、パイロクロア構造は全温度範
囲で維持されているが、格子定数のわずかな変化が観察された。10～200Kでは、
格子定数は減少し、負の熱膨張を示すが、200K以上では、格子定数は温度ととも
に増加することが分かった。
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Figures, Tables and
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Diffraction patterns along with Rietveld refinement according to a single LLNOF
phase. The temperatures are 300 K and 10 K, respectively.
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